
若
手
の
会
・
産
業
人
倶
楽
部
・
若
手

教
員
（新
泉
組
）の
会
が
同
時
開
催 

  

若
手
の
会
が
十
一
月
十
七
日
（
土
）

『
大
陸
』（
横
浜
ス
カ
イ
ビ
ル
九
階
）

で
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
そ
こ
に
二
つ

の
会
が
合
流
し
ま
す
。 

 

川
田
理
事
が
委
員
長
を
務
め
る
組

織
委
員
会
が
産
業
人
倶
楽
部
を
立
ち

上
げ
、
七
月
に
百
余
人
を
集
め
て
発

会
式
を
行
い
ま
し
た
。
神
奈
川
の
参

加
者
が
中
道
徹
氏
（
企
業
担
当
副
会

長
）
を
中
心
に
、「
神
奈
川
産
業
人
倶

楽
部
」
を
立
ち
上
げ
る
動
き
を
始
め

ま
し
た
。
そ
の
会
合
を
若
手
の
会
と

合
流
し
て
開
く
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

若
手
教
員
の
会
は
研
鑽
会
を
兼
ね

て
い
ま
す
。
神
奈
川
の
教
育
を
牽
引

す
る
人
材
と
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

願
い
か
ら
で
す
。『
新
泉
組
』
の
由
来

は
、
教
員
採
用
二
次
試
験
対
策
を
茗

渓
会
館
新
泉
の
間
で
実
施
し
て
お

り
、
そ
の
受
講
者
の
つ
な
が
り
と
い

う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

茗
渓
本
部
と
と
も
に
神
奈
川
も
新

た
な
動
き
を
始
め
ま
し
た
。 

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
せ
ん
か
？ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

七
月
十
五
日
（
日
）、
一
般
社
団
法
人

茗
渓
会
理
事
の
川
田
孝
一
氏
（
ｓ
三
九

教
大
総
農
）
を
お
招
き
し
て
、
茗
渓
会

神
奈
川
支
部
総
会
と
懇
親
会
が
、
横
浜

中
華
街
の
『
ロ
ー
ズ
ホ
テ
ル
横
浜
』
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

例
年
で
す
と
、
七
月
の
第
一
土
曜
日

開
催
が
慣
例
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

今
年
は
、
当
該
日
が
大
安
吉
日
と
い
う

こ
と
で
結
婚
披
露
宴
が
多
く
、
異
例
の

開
催
日
設
定
と
な
り
ま
し
た
。
三
連
休

の
中
日
と
い
う
こ
と
で
、
参
加
者
の
出

足
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
例
年
通
り

の
参
加
者
人
数
（
総
会
六
四
、
懇
親
会

七
八
）
と
な
り
ま
し
た
。 

 

〇
総
会
に
先
立
ち 

十
一
時
。
総
合
司
会
（
山
崎
紀
彦
氏

ｓ
五
三
教
院
農
）
の
促
し
で
総
会
に
先

立
っ
て
出
席
者
一
同
が
黙
祷
し
、
昨
年

の
総
会
以
降
に
訃
報
を
頂
戴
し
た
十
三

名
の
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
し
た
。 

 

〇
総
会
の
様
子 

坂
本
紀
典
氏
（
ｓ
五
一
教
大
健
教
）

は
開
会
の
辞
の
中
で
、『
写
真
集 

東
京

教
育
大
学
百
年
』（
昭
和
五
五
年
十
月
初 

 

新
会
長
挨
拶 

変
革
の
時
を
迎
え
た 

 
 
 

 
 

神
奈
川
茗
渓
会
の
会
長
就
任
に
あ
た
っ
て 

大
畑
多
津
雄 

Ｓ
五
二
教
大
数 

 

の
流
れ
を
自
分
が
し
っ
か
り
と
リ
ー

ド
で
き
る
か
不
安
で
は
あ
り
ま
す
が
、

会
員
の
皆
様
の
お
力
添
え
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
山
積
す
る
課
題
に
確
実
に

対
応
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

先
輩
諸
氏
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

【
課
題
】 

・
会
員
の
拡
充
と
組
織
の
活
性
化 

・
教
員
中
心
の
組
織
か
ら
の
脱
却 

【
対
策
】 

 

・
会
員
名
簿
の
精
査 

 

・
事
務
局
の
充
実
強
化
（
若
手
登
用
） 

 

・
活
動
の
活
性
化 

 

・
神
奈
川
産
業
人
会
の
立
ち
上
げ
と

活
動
の
定
着 

 
・
会
報
（
年
二
回
発
行
） 

 

昨
年
度
、
筑
波
大
学
の
卒
業
生
で
教

職
に
つ
い
た
学
生
が
四
％
、
四
十
三
名

と
い
う
現
状
に
あ
っ
て
、
茗
渓
会
本
部

は
産
業
人
の
取
り
込
み
を
強
化
し
て
、

組
織
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
組
織
の
存
亡
を
か
け
て
、
こ
れ

ま
で
の
教
員
集
団
と
し
て
の
同
窓
会

か
ら
脱
皮
し
、
総
合
大
学
を
卒
業
す
る

多
く
の
産
業
人
を
取
り
組
も
う
と
す

る
動
き
は
当
然
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
う
し
た
取
り
組
み
の
動
き
も
進
め 

 

 

 

な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
自
分
が
や
っ
て
き

た
こ
と
へ
の
愛
着
と
今
日
ま
で
の
茗

渓
の
歩
み
を
思
い
、
ど
う
し
て
も
そ
の

時
代
の
教
育
を
リ
ー
ド
す
る
教
員
の

育
成
に
携
わ
り
た
い
と
考
え
、
引
き
続

き
神
奈
川
の
教
員
を
目
指
す
筑
波
の

後
輩
の
進
路
実
現
に
対
し
て
も
尽
力

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

  

今
日
ま
で
神
奈
川
茗
渓
会
を
牽
引

さ
れ
て
き
た
川
田
理
事
が
常
日
頃
か

ら
仰
っ
て
い
る
「
神
奈
川
茗
渓
会
の
取

り
組
み
が
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
て
い

る
。
だ
か
ら
し
っ
か
り
頼
む
よ
。
」
の

檄
に
少
し
で
も
お
応
え
で
き
る
よ
う
、

微
力
な
が
ら
頑
張
っ
て
や
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

 

 

時
の
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
清
水

元
会
長
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
、
二

年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
先
日
、
先
輩
の
ご

命
日
（
十
月
十
一
日
）
に
矢
野
前
会
長
、

望
月
副
会
長
と
共
に
、
先
輩
の
ご
自
宅

に
お
邪
魔
し
、
仏
壇
に
お
線
香
を
手
向

け
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

茗
渓
の
後
輩
と
聞
い
た
だ
け
で
、
無

条
件
に
全
力
で
支
援
す
る
。 

後
輩
へ
の
熱
い
思
い
と
エ
ネ
ル
ギ

ッ
シ
ュ
な
清
水
先
輩
が
ご
存
命
の
時
、

矢
野
先
輩
の
後
任
に
な
る
こ
と
を
求

め
ら
れ
た
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

一
瞬
、
清
水
先
輩
の
よ
う
に
対
内
的

に
も
対
外
的
に
も
自
分
に
あ
そ
こ
ま

で
や
り
切
れ
る
も
の
か
と
い
う
思
い

に
包
ま
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
こ
れ

か
ら
先
の
舵
取
り
に
つ
い
て
、
ご
支
援

と
ご
教
示
を
ご
仏
前
に
お
願
い
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
会
長
代
行
と
し
て
二
年
の

間
、
矢
野
前
会
長
の
も
と
で
神
奈
川
茗

渓
会
の
活
動
に
関
わ
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
矢
野
先
輩
も
目
の
前
の
課
題

を
迅
速
か
つ
適
切
に
処
理
さ
れ
、
神
奈

川
茗
渓
会
の
確
実
な
運
営
を
果
た
し

て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

そ
の
よ
う
な
二
人
の
先
輩
の
取
り

組
み
を
思
い
起
こ
す
に
つ
け
、
連
綿
と

つ
な
が
っ
て
き
た
こ
の
神
奈
川
茗
渓

会  

 

第 2 回 茗渓・筑波産業人倶楽部 

日  時 12/15（土）13:00～16:30 

場  所 茗渓会館 

参加費 4,000 円 

申し込み先 

一般社団法人茗渓会事務局 

☎ 03-3941-0136 

ﾒｰﾙ info@meikei.or.jp 

ぜひ、ご参加ください (^^♪ 

 

 

 

 

 

 

 

発行 神奈川茗渓会（旧 茗渓会神奈川支部） 発行者 大畑多津雄 

 

茗渓 
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MEIKEI 

KANAG

AWA NO.13 
平成 30（2018）年 10 月 

中学校に来春赴任予定の祐松智紀氏（H28筑）と談笑する川田孝一理

事（s39 教大総農）と大畑会長。 
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矢
野
会
長
か
ら
大
畑
会
長
へ 

バ
ト
ン
タ
ッ
チ 

 
 

七
月
二
十
八
日
（
土
）、
神
奈
川
茗
渓
会
総
会
が 

 
 
 
 

横
浜
中
華
街
の
「
ロ
ー
ズ
ホ
テ
ル
横
浜
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
は
、
総
会
当
日
を
時
間
の
流
れ

に
従
っ
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

◆
総
会
準
備
（九
時
～
十
時
） 

             

加
藤
事
務
局
長
以
下
、
事
務
局
は
九

時
か
ら
会
場
設
営
や
受
付
準
備
に
取

り
掛
か
り
ま
す
。
九
時
半
に
最
終
打
合

せ
を
し
て
、
分
担
場
所
に
移
動
し
、
作

業
に
入
り
ま
す
。
そ
の
間
に
も
、
役
員

が
次
々
と
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、

役
員
の
方
々
の
受
付
や
案
内
か
ら
仕

事
が
始
ま
り
ま
す
。 

な
お
、
今
年
度
か
ら
事
務
局
入
り
し

た
鈴
木
孝
幸
氏
（
H

4
筑
三
情
）
は
、

事
務
局
で
初
め
て
の
平
成
卒
の
ス
タ

ッ
フ
で
、
撮
影
を
担
当
し
ま
し
た
。 

   

 
◆

役
員
会
（十
時
～
十
一
時
） 

 

当
日
の
日
程
や
総
会
次
第
に
つ
い

て
の
確
認
、
提
案
事
項
の
了
解
等
が
、

例
年
の
主
な
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
回
は
、
そ
れ
に
加
え
て
、
本
部
に

お
け
る
産
業
人
倶
楽
部
の
発
足
や
茗

渓
創
基
百
五
十
年
の
事
業
や
活
動
に

つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

  
 

◆

総
会
（十
一
時
～
十
二
時
） 

                 

総
会
に
は
五
十
余
名
が
参
加
し
、

山
崎
紀
彦
氏
（
ｓ
53
教
院
農
）
の
総

合
司
会
に
よ
り
会
が
進
み
、
玉
井
正

史
（
ｓ
56
筑
一
人
文
）
議
長
の
下
で
、

す
べ
て
の
議
案
が
満
場
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。 

 

◆
講
演
会
（
十
二
時
～
十
三
時
） 

 

総
会
に
続
い
て
講
演
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
講
師
は
野
中
忠
彦
氏
（
s

37
卒 

教
物
）
。
昨
年
、
総
会
に
初

め
て
参
加
さ
れ
た
氏
が
日
本
初
の
大

型
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
ク
ル
ー
だ

っ
た
こ
と
を
懇
親
会
で
伺
い
、
そ
れ

が
ご
縁
で
、
講
演
を
お
願
い
し
た
と

い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。 

講
演
題
は
、「
種
子
島
大
型
ロ
ケ
ッ

ト
打
ち
上
げ
と
飛
行
安
全
管
理
」 

 

                

 

総
会
に
先
立
っ
て
開
か
れ
た
役
員

会
に
は
二
七
名
の
役
員
が
出
席
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
席
で
矢
野
会
長
が
第
二

号
議
案
「
平
成
三
十
年
度
神
奈
川
茗
渓

会
役
員
（
案
）」
を
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

会
長
任
期
の
二
年
を
終
え
た
と
こ
ろ

で
、
矢
野
会
長
は
会
長
職
を
辞
し
、
次

期
会
長
に
大
畑
会
長
代
行
を
選
出
す

る
こ
と
を
諮
る
も
の
で
、
了
承
さ
れ
ま

し
た
。
新
役
員
は
次
の
通
り
で
す
。 

 

会 

長 
 

大
畑
多
津
雄
（
ｓ
52
教
大
数
） 

副
会
長 

 

会
長
代
行 

加
藤 

充
洋
（
ｓ
56
筑
一
社
） 

行
政
担
当 

小
泉
い
づ
み
（
ｓ
51
教
大
体
） 

林 
 
 

忠
（
ｓ
58
筑
一
自
） 

学
校
担
当 

出
井 

善
次
（
ｓ
51
教
院
農
） 

佐
藤 

 

到
（
ｓ
57
筑
三
社
工
） 

企
業
担
当 

山
崎 

紀
彦
（
ｓ
53
教
院
農
） 

中
道 

 

徹
（
ｓ
58
筑
大
生
） 

地
区
担
当 

望
月 

正
大
（
ｓ
51
教
大
数
） 

山
田 

和
彦
（
ｓ
53
教
大
農
） 

  

受付設営後、名札を並べているところです。 

向こうでは、会費受領の準備の最中です。 

産業人倶楽部の立ち上げなど、茗渓本部の新たな動きを紹介し、

茗渓会の発展への団結を呼びかける矢野会長。同窓なくして名
門なし。同窓が伝統を守り育て、大学を名門にしていくのですね。 

役員会は6階の会議室などで行われていましたが、 
矢野会長の時から総会会場で行われています。 

向かって左から加藤事務局長（現会長代行）、川田

理事、矢野会長、大畑代行（現会長）。 
川田理事から、茗渓会本部の現況や新たな事業に
ついて報告がなされました。また、矢野会長が先の 

定時総会で理事に選出されたことが報告されました。 

 

宇
宙
開
発
事
業
団
が
発
足
し
た
の

は
一
九
六
九
年
。
東
名
高
速
道
路
の

開
通
と
同
年
で
し
た
。
同
氏
は
そ
の

三
年
前
に
日
本
電
子
開
発
株
式
会
社

に
第
一
期
の
社
員
と
し
て
入
社
し
て

い
ま
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
に
係
る
人
生
が
こ

こ
か
ら
始
ま
っ
た
よ
う
で
す
。 

ロ
ケ
ッ
ト
飛
行
に
お
け
る
安
全
シ

ス
テ
ム
の
開
発
と
運
用
の
研
究
に
、

一
九
七
三
～
一
九
八
六
年
の
十
三
年

に
わ
た
っ
て
係
わ
り
続
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
一
九
八
六
年
か
ら
は
教
育

の
分
野
に
移
り
、
衛
星
に
よ
る
双
方

向
の
教
育
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
携
わ

っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
日
本
に
お
け
る
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
の
先
駆
け
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
き
た
同
氏
の
講
演
は
多

岐
に
及
ん
で
い
ま
し
た
。 

            

静止衛星とその飛行安全システムや飛行体の破片の落下域

についての説明をしているところです。 
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八
木
沢
亮
氏
（
ｓ
23
高
師
理
二
）

は
最
年
長
の
参
加
者
で
し
た
。
当
日

は
悪
天
候
で
朝
か
ら
大
雨
で
し
た
。 

 

心
配
す
る
家
族
を
押
し
切
っ
て
、

ご
参
加
い
た
だ
い
た
と
聞
き
及
ん
で

い
ま
す
。 

◆

懇
親
会
◆
（十
三
時
半
～
十
五
時
） 

 

懇
親
会
は
六
十
余
名
の
参
加
者

が
、
中
野
久
美
子
氏
（
s

57
筑
体
）

の
軽
や
か
な
司
会
進
行
で
、
明
る
く

賑
や
か
な
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

 

大
畑
会
長
の
挨
拶
、
川
田
本
部
理

事
の
ご
挨
拶
に
続
い
て
、
矢
野
前
会

長
の
乾
杯
の
音
頭
に
よ
っ
て
歓
談
が

始
ま
り
ま
し
た
。 

今
年
は
、
若
手
の
企
業
人
や
来
年

度
か
ら
県
内
の
教
職
に
就
く
こ
と
が

内
定
し
て
い
る
筑
波
大
卒
生
も
参
加

し
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

 
 

 

ま
た
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。
久
し
ぶ

り
に
会
い
ま
し
ょ
う
。
こ
の
二
つ
の
出

会
い
の
会
に
し
ま
し
ょ
う
。 

細
谷
俊
一
氏
（
s

47
教
生
化
工
）

の
爽
や
か
な
挨
拶
で
盛
会
裡
に
閉
じ
ま

し
た
。 

 

恒
例
の
『
宣
楊
歌
』
は
大
石
進
氏

（
ｓ
56
筑
体
）
の
リ
ー
ド
に
よ
り
、

同
窓
の
輪
を
左
右
に
揺
ら
し
な
が
ら

謳
い
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

                  

「私は、鵜川、川田、清水、三人の支部長（会長）

の下で神奈川の茗渓に係わらせていただきました。

お二方の《川》が茗渓の《水》となり、矢野を育ててく

れました。大畑会長は《野》に畑を成し、絆を大きく

実らせてくれると思います。」 

（矢野前会長の乾杯の音頭より） 

先輩は心優しい。緊張気味の

若い後輩にビールを注ぎ話し

かける。これも茗渓の気風。 

若手に話しかける加藤代行と中野氏。偉ぶらず気さくに。これが茗渓の気風ですね。 

車椅子での参加でした。ご子息（左）

が付き添われていましたが、雨の中

大変だったと思います。 

大石氏（県立城山高校長）は学生服のいでたちです。「それどうした

の？」と尋ねたら、「生徒から譲り受けた」とのことでした。 

来
年
度
の
神
奈
川
茗
渓
会
総
会 

 
 

 
 

 

七
月
二
十
七
日
（
土
） 

今
年
も
総
会
の
案
内
に
多
数
の
ご

返
信
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
頂
戴
し
た
お
葉
書
の

中
か
ら
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 ▼
二
〇
一
七
年
『
ベ
ー
シ
ッ
ク
ジ
ー
ニ

ア
ス
英
和
辞
典
第
二
版
』
の
語
源
欄
を

執
筆
し
ま
し
た
。 

（
林
信
孝
様 

ｓ
51
教
文
言
語
） 

 ▼
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
で
勤
務
し
て

い
た
時
に
、
た
く
さ
ん
の
茗
渓
会
の
方

が
い
ら
し
た
の
だ
と
驚
き
ま
し
た
。 

 
 

（
川
地
啓
文
様 

ｓ
54
筑
二
生
） 

 ▼
平
塚
湘
風
高
校
で
十
年
目
、
現
役
最

後
の
年
と
な
り
ま
し
た
。
ウ
ェ
イ
ト
リ

フ
テ
ィ
ン
グ
部
の
顧
問
の
座
を
引
き

継
ご
う
と
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
ラ

グ
ビ
ー
の
レ
フ
リ
ー
は
現
役
で
続
け

て
い
ま
す
。
先
日
も
全
国
七
人
制
大
会

の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
二
十
代
の

レ
フ
リ
ー
と
共
に
名
を
連
ね
ま
し
た
。 

（
加
藤
善
久
様 

ｓ
56
筑
一
社
） 

 ▼
現
在
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
駐
在
。
当
地

で
も
茗
渓
の
同
窓
会
を
や
っ
て
い
ま

す
。 

（
遠
藤
滋
様 

ｓ
58
筑
三
社
工
） 

 ▼
学
生
時
代
を
回
顧
し
て
い
ま
す
。
第

一
に
思
い
出
さ
れ
る
の
は
筑
波
の
寮

生
活
で
す
。 

（
大
野
敬
明
様 

ｓ
61
筑
院
教
育
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四
面
に
続
く 

会
員
の
皆
様
よ
り 



追
悼
の
つ
ど
い
に
参
席
し
て 

  

九
月
一
日
、
茗
渓
会
で
行
わ
れ
た

「
追
悼
の
つ
ど
い
」
に
、
理
事
と
し
て

参
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

献
茶
か
ら
始
ま
っ
た
追
悼
式
は
、
参

列
者
が
追
悼
者
二
百
二
十
三
名
の
同

窓
に
献
花
を
し
て
閉
式
と
な
り
ま
し

た
。
厳
か
で
、
し
か
し
心
温
ま
る
空
気

に
包
ま
れ
た
式
で
し
た
。 

                ん
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
心
を

遣
う
同
窓
会
が
あ
る
の
で
す
ね
。
父
が 

い
つ
も
誇
ら
し
げ
に
同
窓
会
を
語
っ

て
い
た
こ
と
が
、
よ
う
や
く
わ
か
り
ま

し
た
」
と
、
私
の
隣
の
席
の
お
嬢
様
が

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。 

参
加
さ
れ
た
ほ
ぼ
全
員
が
教
職
者

を
故
人
に
も
つ
方
々
で
し
た
。
中
に
は

教
え
子
と
し
て
、
遠
路
は
る
ば
る
参
加

さ
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

故
人
の
関
係
の
方
々
が
お
一
人
づ 

   

 

 

そ
の
後
、
二
階
「
茗
渓
の
間
」
で
懇

談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
二
十
二
家
族

三
十
九
名
の
遺
族
の
方
々
の
懇
談
で

し
た
。
六
つ
の
丸
テ
ー
ブ
ル
に
遺
族
の

方
々
と
理
事
、
八
名
ず
つ
の
構
成
で
、

私
は
農
学
部
の
同
窓
の
席
で
し
た
。 

「
式
が
終
わ
っ
て
、
お
折
詰
を
い
た

だ
い
て
帰
る
も
の
だ
と
ば
か
り
・
・
・ 

ま
さ
か
こ
ん
な
に
丁
重
な
お
も
て
な

し
を
い
た
だ
く
と
は
思
っ
て
い
ま
せ 

            

    

つ
故
人
を
偲
ん
で
、
お
話
を
さ
れ
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
、
口
を
そ
ろ
え
た
よ
う

に
、
故
人
の
矜
持
あ
る
頑
固
さ
一
徹
さ

を
述
べ
ら
れ
、
つ
ど
い
に
参
列
し
て
、

よ
う
や
く
そ
の
意
味
が
分
か
っ
た
と

も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

帰
り
の
電
車
に
揺
ら
れ
な
が
ら
、
こ

の
情
景
を
筑
波
の
学
生
た
ち
に
体
験

さ
せ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

文
責 

矢
野
正
人 

    

▼
知
人
は
故
清
水
進
一
さ
ん
し
か
い

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
会
報
は
興
味
深

く
読
ん
で
い
ま
す
。 

 
 

（
佐
藤
徹
様 

ｓ
46
教
経
） 

 

▼
第
四
十
五
回
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン

に
単
身
で
参
加
。
完
走
。
地
域
の
健
康

運
動
指
導
員
と
し
て
活
躍
。
ハ
ー
モ
ニ

カ
サ
ー
ク
ル
所
属
。
演
奏
会
、
施
設
訪

問
等
の
活
躍
を
し
て
い
ま
す
。 

（
高
見
澤
隆
様 

ｓ
37
教
体
） 

 

▼
傘
寿
に
て
未
だ
求
め
る
剣
の
道
。
我

が
人
生
、
輝
き
満
ち
る
。 

（
福
本
修
二
様 

ｓ
36
教
体
） 

 

▼
体
操
教
室
や
緑
地
を
め
ぐ
る
ハ
イ

キ
ン
グ
に
参
加
。
体
力
の
維
持
と
旧
友

と
の
交
流
に
努
め
る
昨
今
で
す
。 

（
神
宮
義
章
様 

ｓ
34
教
農
） 

 

▼
毎
年
一
か
月
ド
イ
ツ
に
滞
在
し
、
オ

ペ
ラ
や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
観
て
い
ま

す
。
元
気
な
う
ち
に
神
奈
川
茗
渓
会
に

も
行
き
た
い
で
す
。 

（
梅
沢
康
信
様 

ｓ
33
教
哲
） 

 

▼
齢
と
共
に
水
墨
画
の
細
か
い
筆
使

い
が
心
も
と
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

「
年
賀
の
納
め
時
か
な
」
と
。
仲
間
が

「
い
ま
辞
め
た
ら
ほ
ん
と
に
描
け
な

く
な
る
」
と
、
大
小
の
刷
毛
を
使
っ
て

描
く
絵
な
ど
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
今

で
も
ど
れ
だ
け
多
く
の
人
の
助
け
を

受
け
て
き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
人
と
人

の
係
わ
り
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。 

（
岸
本
秀
治
様 

ｓ
31
教
法
政
） 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

茗渓かながわ 2018.10 神奈川茗渓会発行                                         （４） 

親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
開
催 

  

第
二
回
神
奈
川
茗
渓
会
親
睦
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
が
、
十
一
月
二
十
二
日
に
、

秦
野
の
「
東
京
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
」

（
秦
野
市
寺
山
一
四
五
〇
）
で
行
わ
れ

ま
す
。
今
年
は
、
総
会
で
参
加
を
呼
び

か
け
、
日
時
と
場
所
の
決
定
後
に
再
度

参
加
確
認
を
し
て
メ
ン
バ
ー
を
決
定

し
ま
し
た
。 

 

参
加
予
定
者
は
十
二
名
で
三
組
の

コ
ン
ペ
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
触
れ

合
う
機
会
の
な
か
っ
た
年
齢
も
業
種

も
ま
ち
ま
ち
の
同
窓
が
ゴ
ル
フ
を
通

し
て
和
気
藹
藹
、
楽
し
く
交
流
を
す

る
。
こ
れ
が
趣
旨
で
す
。 

 

民
間
企
業
、
行
政
、
教
員
な
ど
業
種

の
壁
を
越
え
て
茗
渓
人
が
集
い
、
楽
し

く
交
流
が
で
き
れ
ば
と
願
い
ま
す
。 

 
 

来
年
も
総
会
で
同
時
期
の
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
を
案
内
い
た
し
ま
す
の
で
、
そ

の
際
に
は
奮
っ
て
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

総会で、ゴルフコンペの案内をする幹事達。 

左から、新木康稔氏（s41教体）、大辻昇氏（s42

教総農）、大畑会長 

茗渓会館地下１階の追悼式場 参列者が献花をしています。 

教
員
採
用
二
次
試
験
対
策
講
座 

 
 

神
奈
川
県
教
員
採
用
試
験
で
一
次

試
験
を
通
過
し
た
筑
波
生
を
対
象

に
、
八
月
一
日
（
水
）
終
日
、
二
次

試
験
対
策
講
座
を
開
講
し
ま
し
た
。 

 

昨
年
度
か
ら
茗
渓
会
館
を
利
用
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
、
試
験
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
採
用
試
験
の
要

点
を
確
実
に
伝
え
、
学
生
個
々
の
力

量
に
応
じ
な
が
ら
、
そ
の
進
路
実
現

を
図
る
と
と
も
に
、
茗
渓
人
と
し
て

の
意
識
も
育
み
た
い
と
考
え
て
実
施

し
て
い
ま
す
。
筑
波
大
学
を
通
し
て
、

三
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

午
前
中
は
、
模
擬
授
業
の
指
導
、

午
後
か
ら
面
接
指
導
を
し
、
最
後
に
、

受
験
上
の
注
意
を
し
て
終
了
し
ま
し

た
。
ま
た
、
当
日
参
加
で
き
な
か
っ

た
学
生
に
対
し
、
メ
ー
ル
を
通
じ
て

指
導
案
の
指
導
を
し
ま
し
た
。 

結
果
と
し
て
四
名
中
三
名
が
二
次

試
験
の
合
格
と
な
り
ま
し
た
。 

採
用
試
験
を
め
ぐ
る
新
た
な
動
き 

 

茗
渓
会
本
部
の
教
職
研
修
グ
ル
ー

プ
と
筑
波
大
学
と
の
間
で
、
教
職
を

目
指
す
筑
波
生
に
対
す
る
支
援
に
つ

い
て
協
議
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
こ
う
し
た
二
次
試
験
対
策
に
つ

い
て
関
東
地
区
と
し
て
取
り
組
め
な

い
か
と
い
う
話
が
起
き
つ
つ
あ
り
ま

す
。
神
奈
川
茗
渓
会
が
取
り
組
ん
で

き
た
支
援
モ
デ
ル
が
関
東
一
円
に
広

が
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

文
責 

大
畑
多
津
雄 

 


